
　ミミズコンポストとは、土壌やミミズの糞中に存在
する微生物の作用により、生ごみ（調理くず）を堆肥化
する方法です。大学では、シマミミズを用いて、調理
実習での生ごみを土に戻し、その土を使って植物を育
てる試みを行っています。
　その環境に対するメリットは、①質の良い土ができ
る、②悪臭が出ず、生ごみを分解してくれる、③堆肥に
なる過程で、二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を
極めて少なくすることができるなどが挙げられます。
　生ごみを時間をかけて分解する過程は、食物連鎖
により生活が成立していることを実感させられます。
また、生ごみを資源としてリサイクルし堆肥を作る作
業は、廃棄物量（ゴミ）の削減だけでなく、廃棄物の焼
却処分によって発生する二酸化炭素排出量の削減に
もなり、最終的には地球温暖化の防止に貢献すること
につながっていきます。
　生ごみの堆肥化は、小学校と中学校の家庭科でも
教材として扱われています。香川大学教育学部附属高
松小学校の児童とともに、給食で排泄される野菜くず
の堆肥化に取り組みました（令和元年9月より）。実践
を始めた時期が秋から冬にかけての時期でもあり、ミ
ミズの活動量が低下して、思うように野菜くずを分解
してくれないという苦労はありましたが、児童たちも
好みの餌（ベジタリアン、果物好み）は徐々に理解して

いきました。ただ、ミミズと聞いて一歩ひく児童もお
り、ミミズに対するイメージ改善のために幼児期から
ミミズに好奇心を抱く試みや、その生体についての理
解を深める機会が本実践には必要と感じました。
　今後は、学生達が指導者としての視点を持ってミミ
ズを扱い、肥料化された土を使い調理実習で使用す
る野菜を育てる授業の計画を考えています。また、調
理場などと連携して、調理中に廃棄される野菜残渣
の肥料化を行い、その肥料により野菜を育てる取り組
みを実施することによって、循環型社会への貢献、二
酸化炭素の排出抑制などのSDGsの実践とその広報
を行っていきたいと思います。

香川大学附属高松小学校での実践記録ミミズコンポスト 図3：バイオマスのガス燃料化と液体燃料化

図1：水素利用社会（NH₃キャリア利用）

シマミミズ

設計例：図2：アンモニアバーナーの設計・開発

図4：水素エンジンの開発 図5：グリーンイノベーション事業による
　　研究開発・社会実装計画

香川大学附属高松小学校での実践

　近年、地球規模での環境問題、とりわけ二酸化炭素
による地球温暖化が一段と顕在化しています。当研
究室では、２０５０年の脱炭素社会を目指し、CO₂を排
出しない水素（H₂）利用やアンモニア燃焼（NH₃）の研
究を実施しています。（図１）
　日本自給の太陽光や風力のみでは国内の全エネル
ギー消費を賄いきれなく、天候による不安定性も高
いので、海外からの輸入による水素およびアンモニア
が21世紀後半の主力燃料として注目されています。
まずは大型火力発電所において、石炭の燃料発熱量
の20%をアンモニアに置き換えることで、二酸化炭
素の排出量を減らす取り組みが日本で計画されてい
ます。アンモニア単体の燃焼利用において、最も厄介
となっているのが「普通に火をつける方法では燃えな
い」という点です。「低着火性の燃料を如何に燃やす
か、そしてクリーンに燃やすか」ということが課題でし
た。そこで、香川大学では、新しい燃焼装置を設計し
て、アンモニア専焼の低NOxバーナーを開発するこ
とに成功しました。（設計例：図２）加えて、食物と競合
しないバイオマスの燃料化（図３）や水素エンジンの
技術開発（図４）について精力的に取り組んでいます。
設計には、世界最速のスーパーコンピューター富岳
を数値解析に投入しています。
　今後は新技術のバーナーを使い、企業とも協力し
て社会実装を一部に進めていく予定です。（香川大学
はNEDO事業（図５）に参画しています。）脱炭素社会
に貢献できるよう、廃棄物利用やバイオマス利用を含

めて今後も取り組み続けます。二酸化炭素の排出量
を減らしながら、段階的かつ安定的にエネルギーが
供給できるような仕組みづくりが香川から発信でき
たらと思っています。

脱炭素社会に向けたバーナーおよび
ガスエンジン開発
創造工学部　奥村 幸彦 教授

ミミズコンポストによる
生ごみ（調理くず）の堆肥化
教育学部　畦　五月 教授

▲研究室ホームページ

環境研究活動の紹介

※微生物による発酵で発生したメタンガスは、燃料（調理用、乗
り物など）に利用されることもある。そのためSDGsの目標に
7を加えた。
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